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水分・固形物の咽頭残留に関連する食事時の観察所見の検討ー残留の有無と残留部位
に着目した後ろ向き観察研究ー

研究責任者 朝日野総合病院　総合リハビリテーションセンター　渕川貴大

本研究の
目的・意義

嚥下内視鏡検査において水分および固形物摂取後の咽頭残留と、日常の食事場面で観
察される臨床所見との関連を明らかにし、咽頭残留を日常の食事場面で推察するための
臨床的手がかりを検討することを目的とします

利用する情報
診療録および嚥下内視鏡検査に関連して既に取得されている情報から、年齢、性別、
BMI、嚥下音の異常、湿性音声、咳払い、複数回の嚥下、嚥下内視鏡検査での水分・固形
物摂取後の咽頭残留、その他の診療上必要な情報等を利用します

期間 2026年10月19日～2027年3月31日までの情報を調査対象とする。

研究対象者
●対象となる患者様
2018年11月1日～2026年9月30日の間に朝日野総合病院 において、嚥下内視鏡検査を受
けられた方を対象とします。

個人情報の
取扱い

収集した情報を個人が特定されない形に加工したうえで統計学的に解析し、水分・固形物
摂取後の咽頭残留との関連を研究します。公表する場合にも個人が特定される情報は公
表いたしません

研究機関 医療法人朝日野会　朝日野総合病院

本研究の資金源
及び

利益相反 研究責任者に開示すべき利益相反はなし

お問い合わせ先
電話：096－344－3000（代表）
担当者：総合リハビリ　渕川貴大　、庶務課　担当者

当院を受診された患者さん、研究対象者の皆さんへ

 当院で下記の臨床研究を実施します。
以下の臨床研究に関しては、個人情報を匿名化した上で学会、研究会等への利用をさせて頂い
ております。
  内容をご確認いただき、研究対象者となることを希望されない方は2026年12月1日までに下記
お問い合わせ先へご連絡ください。なお、研究結果の公表後など、データのの除外が困難となる
場合がありますのであらかじめご了承ください。


